
研究協議まとめ

ひと・環境・カリキュラムへのアプローチから

研究テーマにつながる「具体的な方策」について考える

北海道立生涯学習推進センター
北海道社会教育主事会協議会



１ 「ひと」を対象にした具体的な取組

＜全体分析＞
記述から見えた方向性や共通する事項
○多世代が循環するモデルの構築する
○地域資源の発掘力を高める
○子どもの主体性を中心に据える
○事業を“続ける仕組み”を意識する
○社会教育主事としての在り方



１ 「ひと」を対象にした具体的な取組

①対象者を拡大し
多世代連携を生む

②地域資源の
発掘・活用

③子どもの主体性と
成長支援

④運営体制づくり
人材育成

⑤事業設計、広報、
運営の工夫

⑥社会教育主事
としての姿勢

研究協議の記述をもとに６つに分類しました



１－①.「対象者を拡大し多世代連携を生む」

小学生、中高生・大学生・高齢者・地
域住民・企業まで巻き込み、各世代が
事業に関わる意図をそれぞれにもつこ
とで、人が循環するモデルを構築する。



１－①.「対象者を拡大し多世代連携を生む」

•
•
•
•
•
•
•

主な記述

ここでは、「人材の循環」を強く意識している点が特徴的で単発の交流ではなく、小
学生 → 中学生（サブリーダー） → 高校生（リーダー） → 大学生（専門性提供） → 大
人（講師）という成長の階段を地域内でつくる構想や、地域の強みを最大化していこ
うとする意図が見えました。



１－②. 「地域資源の発掘・活用」

★地域の魅力を掘り起こす。



１－②. 「地域資源の発掘・活用」

•
•

•
•
•
•

主な記述

ここでは、「地域の人＝教育資源」という考え方が一貫しており、地域の
教育力の底上げにより長期的な効果を生むことを想定していることがわ
かります。



１－③. 「子どもの主体性・成長支援」

★伴走型・協働型・関係構築型での
支援や関わり



１－③. 「子どもの主体性・成長支援」

•
•
•
•
•
•
•

主な記述

ここでは、「子どもを受け身にしない」「自分でできることを増やす」を大
切にしている記述が多く、特に“先輩の経験を循環させる”という視点は、
地域に継続的な教育文化をつくることにもつながります。



１－④. 「運営体制づくり・人材育成」

★事業を“回す”だけでなく、
事業で“育てる”関わり



１－④. 「運営体制づくり・人材育成」

•
•
•
•
•
•
•

主な記述

ここでは、人材が循環する仕組みをつくるための具体的な取組が多く挙
げられています。単年度事業だけではなく、継続的な学びのサイクルを回
していくための方策が整理されています。



１－⑤. 「事業設計・広報・運営の工夫」

★現状把握から、実務的な課題を
改善する



１－⑤. 「事業設計・広報・運営の工夫」

•
•
•
•
•
•
•
•

主な記述

ここでは、「どうすれば参加しやすくなるか」、「どうすれば続くか」を見
通したアイデアが多くありました。



１－⑥. 「社会教育主事としての姿勢・哲学」

★社会教育主事、社会教育士としての
姿勢やあり方…



１－⑥. 「社会教育主事としての姿勢・哲学」

•
•
•
•
•
•
•

主な記述

多くの記述から見えた「伴走・協働・関係構築」という考え方は、これまで
の多くのアイデアの土台として共通している。



２ 「環境」を対象にした具体的な取組

＜全体分析＞

記述から見えた方向性や共通する事項

○物理的環境・心理的環境・組織的環境を一体で捉えて

いる

○地域資源を教育資源に変換する

○多世代・多様性・共生を事業に組み込む

○“居場所づくり”と“学びの場づくり”を統合する

○ESD的視点が強く、持続可能な学びを通した

地域づくりを目指す



２ 「環境」を対象にした具体的な取組

①施設・空間の
活用と再設計

②地域資源の発
掘、自然、文化
の活用

③多様な人が共生
できる環境づくり

④学びを深めるための
設備、専門性の活用

⑤組織・体制・
連携の環境づくり

⑥文化・雰囲気・
価値観としての
環境づくり

研究協議の記述をもとに６つに分類しました



２－①. 「施設・空間の活用と再設計」

★公民館・図書館・学校・老人会など、
既存施設・団体を“学びの場”として
活用する。



２－①. 「施設・空間の活用と再設計」

•
•
•
•
•
•
•
•

主な記述

環境づくりは「箱」を提供するのではなく、“人が自然に集まり、関係が生
まれ、学びが起きる空間をデザインする”というアプローチを大切にして
いることがわかります。



２－②. 「地域資源の発掘・自然・文化の活用」

★地域の自然・産業・文化を教育資源
として活用する



２－②. 「地域資源の発掘・自然・文化の活用」

•
•
•
•
•
•
•

主な記述

記述の中に、地域の自然・産業・文化を「教材化」しようとする視点が多く
あり、これらの視点は、「持続可能な開発のための教育」の核であり、地域
の魅力を再発見する学びにもつながります。



２－③. 「多様な人が共生できる環境づくり」

★“環境”を「物理的な場」だけ
ではなく、「関係性による場」
として捉える



２－③. 「多様な人が共生できる環境づくり」

•
•
•
•
•
•
•

主な記述

「環境づくり」には、“人が安心して関われる心理的環境”を含まれており、
単なる設備の提供ではなく、関係性のデザインに踏み込んだ営みを大切
にされていることがわかります。



２－④. 「学びを深めるための設備・専門性の活用」

★学びの場における学習環境としての
機能を高める



２－④. 「学びを深めるための設備・専門性の活用」

•
•
•
•

主な記述

「環境＝学びの質を高める装置」と捉え、特に、学校の専門性を地域に開
く発想が多く、活用を通して地域教育力の底上げを目指す記述が多くあ
りました。



２－⑤. 「組織・体制・連携の環境づくり」

★環境を地域の教育文化として
整える視点でのアプローチ



２－⑤. 「組織・体制・連携の環境づくり」

•
•
•
•
•

主な記述

記述から、「環境」を「場の整備」だけではなく、「多様な主体による協働
体制」として捉えていこうとしていることがわかり、これにより学びによ
る地域の持続可能性を高めようとする姿勢が見えてきます。



２－⑥. 「文化・雰囲気・価値観としての環境づくり」

★社会教育主事・社会教育士としての
姿勢やあり方…



２－⑥. 「文化・雰囲気・価値観としての環境づくり」

•
•
•
•
•
•

主な記述

「環境づくり」において、“人が尊重され、挑戦でき、つながれる文化をつ
くること”を重視していることがわかり、単なる施設運営に留まらない視
点をもって整理されていることがわかります。



３ 「カリキュラム」を対象にした具体的な方策

＜全体分析＞
記述から見えた方向性や共通する事項
○主体性を育む構造を明確にする
○学校教育との接続を強める
○地域資源を教材化し、コーディネートする
○多様性・インクルージョンを前提にする
○「参加者→スタッフ→地域の担い手」という
循環を意図的に設計する



①学びの構造
（カリキュラムデザイン）

②主体性を育む
仕掛け

③学校教育との接続
（社会に開かれた教育課程）

④多様な人が参加しや
すいカリキュラム

⑤地域資源・文化
を教材化する

⑥運営体制・組織
文化としての
カリキュラム

３ 「カリキュラム」を対象にした具体的な方策

研究協議の記述をもとに６つに分類しました



３－①. 「学びの構造（カリキュラムデザイン）」

★活動の流れ・構造・時間配分・多様
な参加方法など、学びを“設計”する
営み



３－①. 「学びの構造（カリキュラムデザイン）」

•
•
•
•
•
•
•

主な記述

「詰め込む」ではなく、“余白をつくり、主体性が生まれる構造を設計す
る”というアプローチが中心になっており、探究的な学びを支える重要な
視点が多く含まれています。



３－②. 「主体性を育む仕掛け」

★参加者が自ら動き出したくなる
仕組みをつくる



３－②. 「主体性を育む仕掛け」

•
•
•
•
•
•
•

主な記述

カリキュラムを通して、“参加者 → 運営者 →地域の担い手”という成長
の階段を意識し、意図的に仕掛けを組み込むことによって、循環を生み
だそうとしていることがわかります。



３－③. 「学校教育との接続」

★学校と社会教育をつなぐ
働きかけをする



３－③. 「学校教育との接続」

•
•
•
•
•
•
•

主な記述

学校教育を外側から支えるのではなく、学校教育そのものを地域ととも
に再構築する方向に踏み込んでいる記述が多くありました。



３－④. 「多様な人が参加できるカリキュラム」

★インクルーシブで、
多様性を前提にした学びを設計する



３－④. 「多様な人が参加できるカリキュラム」

•
•
•
•
•
•

主な記述

取組において、誰も排除しない構造をつくったり、理解を促したりする
ことを意識して、計画しようとしていることがわかります。



３－⑤. 「地域資源・文化を教材化する」

★地域の文化・産業・人材を学びに
変換する視点をもつ



３－⑤. 「地域資源・文化を教材化する」

•
•
•
•
•

主な記述

取組において、誰も排除しない構造をつくったり、理解を促したりする
ことを意識して、計画しようとしていることがわかります。



３－⑥. 「運営体制・組織文化としてのカリキュラム」

★カリキュラムを“組織のあり方”
として捉える



３－⑥. 「運営体制・組織文化としてのカリキュラム」

•
•
•
•
•

主な記述

カリキュラムを「プログラムの内容」ではなく、“地域の学びを支える仕組
みそのもの”として捉えて、方策を考えている記述が多くありました。



まとめ：協議の成果より

世代を超えて循環する仕組みの構築

地域資源を教育資源に変換する工夫

学校教育と連動し、
主体性を育む構造の設計



まとめ：協議の成果より

（これまで）

○事業が単発で終わる

○参加者＝教育サービス
の受け手

○物理的な”箱”のみの提供

（今後の方向性）

○人が循環し、自走する
システムをつくる

○参加者＝地域の新たな
担い手

○「関係性」のデザインに
よる空間づくり



テーマの追究を通して
「人が循環し、自走する姿」へ

・「人」が育つ。
・安心できる場

が生まれる。
・新たな学びの

仕掛けが創ら
れる。

研究テーマに係る
Key word

○新たな視点で地
域の魅力を掘り起
こす

○事業の横展開
を図る仕組みづ
くり

ひと

環境 カリキュラム

人材の循環や主体性の育成

物理・心理・組織的な
器づくり

余白をつくる
地域資源の教材化する設計


